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■■  ははじじめめにに  
早期精神病は統合失調症を発症するリスクがある状態

である。そのため、早期精神病の早期発見や早期介入は
世界的にも重要な課題とされている。ストレス脆弱性モデ
ルによれば、ストレスは精神病の発症や憎悪につながる要
因である。そのため、早期精神病者の日常生活におけるス
トレスを評価することで、統合失調症への移行リスクの予測
や予防的介入ができる可能性がある。モバイル技術を用
いた評価には、スマートフォンのデータ（通信パターン、活
動、地理的位置、使用習慣のモニタリング）、ウェアラブル
デバイスのデータ（身体活動、睡眠パターン、心拍数など）
など、近年の技術進歩に依拠したさまざまなデータソース
が用いられている。多くの場合、これらは、生態学的瞬間
評価法によって測定された自己報告（質問票による気分、
ストレス、その他の自己評価尺度の把握）と組み合わされ
る。本研究では、早期精神病者のモバイル技術を用いた
日常生活におけるストレス評価について、利用可能なエビ
デンスをレビューした。 
 

■■  活活動動内内容容  
１．方法 
データベースを用いて、早期精神病者のモバイル技術

を用いた日常生活におけるストレス評価を行った研究に関
するスコーピングレビューを実施した。上記テーマに従っ
た論文をスクリーニングした後、本文を読み適格性を評価
した。選定された研究について、使用されたモバイル技術、
ストレスが評価された期間やタイミング、評価されたストレス
の種類、ストレスに関連する要因に関する内容などを抽出
した。 
 

２．結果 
●使用されたモバイル技術 

モバイル技術を用いた主観的な評価には、専用のモ
バイルデバイスの使用や、アプリがインストールされたス
マートフォンの使用があった。客観的な評価には、皮膚
コンダクタンスの評価としてウェアラブルデバイスが使用
されていた。 
 

●ストレスが評価された期間やタイミング 
ストレスは、45分間～1週間程度の期間で評価されて

いた。持続的な評価や断続的な評価が行われていた。 
 

 
●評価されたストレスの種類 

日常生活における地域環境関連ストレス、イベント関
連ストレス、活動関連ストレス、社会的ストレス、所属感に
関するストレスなどが評価されていた。 
 

●ストレス関連する要因 
ストレスは否定的感情などとの関連が認められていた。 

また、ストレス感受性は、脳活動の変化と関連が認めら
れ、精神病体験や異常サリエンスなどとの関連が認めら
れた。 
 

３．考察 
早期精神病者のモバイル技術を用いた日常生活にお

けるストレス評価には主に主観的評価が用いられており、
客観的な評価に関する研究が乏しかった。また、ウェアラ
ブルデバイスやスマートフォンを用いた評価も乏しかった。
さらに、全体的に調査期間が短く、持続的なストレス評価を
実施した研究も乏しかった。心拍数や体温などの生理学
的なデータから客観的なストレスを持続的に評価できるモ
バイル技術も開発されており、これらを用いた評価が今後
は期待される。 
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